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座談会 
金沢大学の初習言語教育――過去・現状・展望 
Teaching Second Foreign Languages at Kanazawa University： 
Past, Present and Prospects for the Future 
 
とき： 2009年 2月 17日 
参加者： 金子 靖孝 Kaneko,Yasutaka（ドイツ語）      
 矢淵 孝良 Yabuchi,Takayoshi（中国語）    
 三上 純子Mikami,Junko（フランス語）    




















































































金子 その当時は、卒業に必要な初習言語科目の単位数が 8単位で、確か 1年前期で週 2






















































矢淵 僕はやはり一番大きいのは、大綱化以降だと思います。つまり 1991 年の課程区分
の廃止ですね。あのときに外国語教育に関して求められたことが、結局、その後の金沢大
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残念ながら今までの状況を見ると、履修上限とか GPA が、B や C の受講者をむしろ減ら
す方向に働いているような感じがします。 
 



















































































































































































































  （左から、三上教授、金子教授、矢淵教授）         
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